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（議長） 

次に、町長より行政報告の申し出がありますので、これを許可いたします。 

 

「町長」 

議長。 

 

（議長） 

 町長。 

 

「町長」（行政報告） 

最初に、新型コロナウイルスワクチンの３回目接種についてでございます。 

１２月広報にチラシを折り込みしましたが、３回目接種につきましては、２回目接種

から８か月以上が経過した１８歳以上の希望者に対して接種を行います。 

接種の順番は、医療従事者、高齢者施設、６５歳以上の高齢者、６４歳以下の一般の

順で行い、医療従事者は今月から、高齢者施設は２月下旬から開始する事で調整してお

ります。 

６５歳以上の高齢者の集団接種は、高齢者施設が終了後から開始する予定でございま

すが、効率的なバス運行等を考慮して、日程を決定いたします。 

また、日時を指定したご案内をし、返信ハガキで確認を取る方法とし、電話で予約を

するわずらわしさをなくす事にいたしました。 

６４歳以下の一般については、前回同様に電話とＬＩＮＥでの予約ですが、予約完了

や変更、キャンセルもＬＩＮＥで完了できるよう協議を進めています。 

接種日時や接種券の案内時期など、決定次第、随時、町民の周知をして参ります。 

また、３回目接種に係る令和３年度分の経費の補正につきましては、本議会で上程さ

せていただいております。 

次に、令和２年国勢調査の結果についてご報告申し上げます。 

令和２年１０月１日現在で行われた令和２年国勢調査につきまして、本年１１月３０

日に結果が公表されました。 

江差町の人口は７,４２８人となり、平成２７年の前回調査時より８２０人、率にし

て９．９％の減となりました。 

人口の内訳は、男性３,５６９人、女性３,８５９人となります。 

この数値は国、都道府県、市町村の様々な行政施策の基礎資料となるものであり、当

町においても、この数値を基に町政に取り組んで参ります。 

以上、公表結果について、ご報告を申し上げます。 

次に、地域公共交通事業に係る実証実験の実施についてご報告申し上げます。 

この度、町の大きな課題の一つである、住民の足の確保を目的とした、新たな地域公
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共交通網の構築に向けて、地域公共交通事業に係る実証実験を実施する事といたしまし

た。 

今回の取組みは、令和２年３月に町と包括連携協定を締結したサツドラホールディン

グス株式会社が主たる事業者として、北海道経済産業局の事業に公募した事により、実

現した事業でございまして、町といたしましては、地域公共交通の課題解決に資する取

組みとして、実証地域の提供という観点で協力する事といたしました。 

実証実験の内容といたしましては、町内で公共交通空白地帯である豊川町、愛宕町、

新栄町を中心とする地域の住民を、自宅から商店街地域までの移動、または最寄りのバ

ス停までの接続を目的とした完全予約制による実証運行で、令和４年２月の１か月間程

度での実施を予定しているところでございます。 

具体的な実施方法につきましては、現在、サツドラホールディングス株式会社を中心

とした関係機関との間で協議を進めており、実証運行地域の皆さんをはじめ、町民にも

広報等を通じて周知させていただきます。 

なお、お手元に配布の行政報告６頁に本事業の概要について、資料を添付させていた

だいておりますので、ご覧いただければと思います。 

 最後に、寄附採納についてご報告申し上げます。 

札幌市内に事務所を置く、花王グループカスタマーマーケティング株式会社北海道支

社様より、江差町とサツドラホールディングスが進める健康や自然環境の向上、地域経

済の活性化などの事業へ活用していただきたいと、自社製品アタックＺＥＲＯ（ゼロ）

２,０００本とヘルシア緑茶１,０００本を寄贈いただきました。 

次に、令和３年９月１６日、函館市美原２丁目７番２４号、ネッツトヨタ函館株式会

社代表取締役社長、高木和良様より、支店を構えている当町に対し、地方創生の一助と

して、現金１０万円の企業版ふるさと納税、並びに自社制作足踏み式消毒スタンド３台

のご寄附ご寄贈がございました。 

企業版ふるさと納税の使途につきましては、町立学童保育所の新型コロナウイルス感

染症対策に伴う、備品整備に活用させていただきますとともに、ご寄贈いただいた足踏

み式消毒スタンドにつきましては、庁舎及び町有施設へ設置させていただきます。 

同じく９月１６日、亀田郡七飯町本町６丁目３番地２５、保険代理店ライフプラス代

表、西谷元宏様より、車椅子１台、５万円相当のご寄贈をいただきました。 

ご寄贈いただきました車椅子につきましては、江差町文化会館に設置し、活用させて

いただいております。 

最後に、令和３年１１月８日、函館市若松町２番地５、明治安田生命保険相互会社函

館支社長、石桁健司様より、従業員と会社のマッチングによる地元支援、私の地元応援

募金として、現金３０万７千円のご寄附がございました。 

明治安田生命保険相互会社とは、町民の健康増進を目的に、本年５月に包括連携協定

を締結したところでございますが、コロナ禍の影響により、締結式を順延していたとこ
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ろでございます。 

今回、締結式の開催とあわせまして、昨年に引き続いての私の地元応援募金のご寄附

をいただいたところであり、町民の健康増進のために活用させていただきます。 

以上、ご寄附ご寄贈がありました事をご報告申し上げますとともに、改めてご厚志に

厚くお礼申し上げます。 

 

（議長） 

以上で、行政報告を終わります。 

 


